
、上ノ 

気か I 
平成元年5月1日発行Ni316 

5 
■発行／赤池町役場〒822-11福岡県田川郡赤池町大字赤池1146番地の1 公 0947(28)2004 ■編集／総務課文書広報係 

★町の人口★人口10,140 (-20）男4,806(-21）女5,334(+ 1）世帯合計3,435(-16）平成元年3月末日現在（ ）は前月との比較です 

わたしたちの大事な足「伊田線」今日も赤池駅を数多くの人たちが利用しています 



、 ニノ 

議会だより 

『平成筑豊鉄道』株式会社創立 
. 
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叫
 

ロ
 明

治
二
十
六
年
二
月
に
直
方
5
金
田
間
九
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
同
三
十
二
年
三
月
、
金
田
5
伊
田
間
、
六
・
三
キ
 

メ
ー
ト
 ル。 

総
延
長
十
六
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
通
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
人
々
の
足
と
し
て
、
ま
た
石
炭
、
セ
メ
ン
ト
を
運
 

送
し
地
域
発
展
の
要
と
な
っ
て
い
た
J
R
伊
田
線
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
は
じ
ま
っ
た
工
ネ
ル
ギ
ー
転
換
政
策
に
よ
 

る
石
炭
産
業
の
衰
退
に
と
も
な
う
著
し
い
人
口
の
減
少
、
又
、
そ
れ
に
と
も
な
う
旅
客
、
貨
物
な
ど
の
利
用
率
の
低
下
 

に
よ
り
、
昭
和
六
十
二
年
二
月
第
三
次
特
定
地
方
交
通
線
と
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
住
民
の
足
を
守
り
、
地
域
振
興
を
図
る
た
め
の
ク
鉄
道
）
を
ど
う
し
て
も
存
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

と
の
強
い
熱
意
に
よ
り
、
伊
田
線
を
含
む
第
三
次
特
定
地
方
交
通
線
三
線
（
他
に
田
川
、
糸
田
線
）
を
第
三
セ
ク
タ
ー
 

方
式
（
官
、
民
合
同
出
資
に
よ
る
会
社
経
営
）
に
よ
り
、
 

「
平
成
筑
豊
鉄
道
」
と
し
て
存
続
さ
せ
る
こ
と
に
決
定
、
四
 

月
十
五
日
、
株
式
会
社
の
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
 

、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
く
ノ
、
ノ
、
ノ
 

「
赤
池
駅
」
の
歴
史
 

、
ノ
、
J
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
 

現
在
の
「
赤
池
駅
」
開
設
さ
れ
た
の
 

が
昭
和
十
二
年
六
月
、
で
も
そ
れ
以
前
 

の
明
治
三
十
六
年
十
一
月
「
赤
池
貨
物
 

停
車
場
」
 
と
し
て
、
石
炭
輸
送
の
た
め
 

の
鉄
道
は
す
で
に
開
通
し
て
い
ま
し
た
。
 

石
炭
産
業
の
隆
盛
、
戦
後
の
食
糧
不
足
 

に
よ
る
買
出
し
部
隊
な
ど
、
そ
の
世
代
 

の
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
悲
喜
こ
も
ご
も
 

を
「
赤
池
駅
」
は
見
つ
め
続
け
て
き
た
 

訳
で
す
。
 I 「

料
金
」
は
ど
う
な
る
の
 

、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
し
ノ
、
ノ
、
J
、
ノ
、
ノ
、
ノ
 

言
い
訳
で
す
が
、
新
会
社
が
創
立
し
 

て
間
も
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
み
な
さ
 

ん
が
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
内
容
が
 

決
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
わ
か
っ
て
 

い
る
こ
と
は
、
現
行
料
金
よ
り
も
若
干
 

値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
 

だ
け
で
す
。
勿
論
そ
の
分
は
、
色
々
な
 

サ
ー
ビ
ス
で
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
、
諸
 

々
の
鉄
道
会
社
の
言
い
訳
と
変
わ
ら
な
 

い
言
い
分
に
な
り
ま
す
が
 

、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
 

。
 

「
赤
池
町
」
に
駅
を
増
や
す
計
画
は
 

、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
く
ノ
、
ノ
、
ノ
、
く
ノ
 

駅
が
多
け
れ
ば
歩
く
距
離
も
短
か
く
 

な
り
、
便
利
に
な
る
こ
と
は
自
明
の
理
。
 

し
か
し
 
「
平
成
筑
豊
鉄
道
」
 
に
係
っ
て
 

い
る
沿
線
十
一
市
町
村
の
す
べ
て
が
新
 

し
い
駅
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
訳
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「
赤
池
駅
」
の
今
後
は
 (

 

「
平
成
筑
豊
鉄
道
」
 
と
し
て
伊
田
、
 

田
川
、
糸
田
三
線
（
総
行
距
離
四
九
・
 

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
合
同
に
よ
る
新
会
 

社
を
創
立
、
「
赤
池
駅
」
 
は
現
在
の
ま
ま
 

存
続
が
決
定
し
、
十
月
一
日
か
ら
運
行
 

を
は
じ
め
ま
す
が
、
私
た
ち
が
一
番
気
 

に
か
か
る
こ
と
は
時
刻
表
と
運
行
本
数
。
 

こ
れ
は
四
月
現
在
決
定
し
て
は
い
ま
 ▲4月15日の創立総会 

で
、
こ
れ
の
全
て
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
 

は
不
可
能
で
す
。
で
も
赤
池
町
は
、
こ
 

の
 
「
ワ
ガ
マ
マ
」
 
を
通
す
た
め
、
努
力
 

を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
 

「
新
駅
」
 
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
計
画
 

中
だ
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
が
、
近
い
将
 

来
朗
報
を
お
聞
か
せ
す
る
為
の
準
備
を
 

急
い
で
い
ま
す
。
 

一
 

一
 
「
 
一
 

せ
ん
が
、
予
定
と
し
て
、
朝
タ
の
通
勤
 

通
学
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
十
五
分
間
隔
、
 

そ
れ
以
外
の
時
間
帯
も
三
十
分
毎
に
運
 

行
さ
せ
る
な
ど
、
現
在
の
一
日
十
七
本
 

（
上
り
、
下
り
と
も
）
運
行
し
て
い
る
 

ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
に
比
べ
る
と
、
二
倍
以
 

上
の
運
行
本
数
で
あ
り
、
非
常
に
便
利
 

に
な
る
こ
と
は
確
実
で
す
。
ち
な
み
に
 

運
行
す
る
車
輔
は
 
「
レ
ー
ル
バ
ス
」
 
と
 

呼
ば
れ
現
在
走
行
し
て
い
る
車
輔
に
比
 

べ
小
型
、
軽
量
、
高
燃
率
で
定
員
は
百
 

二
十
人
乗
り
、
こ
の
車
輔
が
基
本
的
に
 

は
一
輔
で
走
行
し
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
 

二
輔
編
成
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

▲甘木鉄道の時刻表 

+ 

舞
議
勿
彪
励
移
m
舞
励
影
緩
磁
彫
薦
舞
郷
 

最
後
に
二
つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
ー
つ
は
、
寄
附
の
お
願
い
で
す
。
 

こ
の
 
「
平
成
筑
豊
鉄
道
」
を
長
期
に
亘
 

り
安
定
経
営
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
 

多
く
の
資
金
を
必
要
と
し
ま
す
。
み
な
 

さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
は
、
田
川
市
に
設
 

置
さ
れ
る
基
金
に
積
み
立
て
、
こ
の
鉄
 

道
の
施
設
充
実
や
、
駅
周
辺
を
は
じ
め
 

と
し
て
交
通
体
系
整
備
な
ど
広
く
地
域
 

住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
使
わ
 

れ
ま
す
。
 

な
お
基
金
は
田
川
市
条
例
に
基
づ
い
 

て
設
置
さ
れ
、
基
金
条
例
の
定
め
る
と
 

こ
ろ
に
よ
り
田
川
市
が
管
理
し
ま
す
。
 

▽
一
ロ
 

個
人
 

千
円
 

法
人
（
団
体
）
一
万
円
 

何
口
で
も
結
構
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
 

平
成
元
年
第
三
回
四
月
臨
時
議
会
が
 

四
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
の
専
決
処
分
‘
昭
和
六
十
三
 

年
度
の
調
整
債
の
借
入
額
が
、
 
一
千
万
 

円
増
額
と
な
る
た
め
、
地
方
債
の
借
入
 

限
度
額
を
七
千
万
か
ら
八
千
万
に
改
め
 

る
も
の
で
、
三
月
三
十
一
日
付
で
専
決
 

処
分
し
た
も
の
を
議
会
に
報
告
し
、
承
 

認
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
専
決
処
分
‘
地
方
税
法
を
改
正
 

す
る
法
律
が
、
三
月
三
十
一
日
成
立
、
 

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
赤
池
町
税
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
、
三
 

月
三
十
一
日
付
で
専
決
処
分
し
た
も
の
 

を
議
会
に
報
告
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
職
員
の
懲
 

戒
免
除
及
び
職
員
の
賠
償
責
任
に
基
づ
 

く
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の
制
定
 

→
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
大
赦
令
及
 

び
復
権
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
 

公
務
員
等
の
懲
戒
免
除
等
の
法
律
に
基
 

づ
き
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。
 

⑥
工
事
請
負
の
締
結
‘
平
成
元
年
度
産
 

炭
地
域
開
発
就
労
事
業
で
、
赤
池
団
地
 

整
備
工
事
及
び
高
尾
一
号
線
道
路
改
良
 

舗
装
工
事
外
二
件
、
又
、
特
定
地
域
開
 

発
就
労
事
業
で
原
田
地
区
道
路
改
良
舗
 

装
工
事
及
び
原
田
新
池
整
備
工
事
他
三
 

件
の
工
事
の
予
定
価
格
が
、
い
ず
れ
も
 

三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
、
町
議
会
 

の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

伊田線を走るレールバスのイメージイラスト ▲第3セクター方式で成功している甘木鉄道を走るレールバス 

し
 

い
て
は
、
別
に
チ
ラ
シ
に
よ
り
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

二
つ
め
の
お
願
い
は
、
こ
の
鉄
道
を
 

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
足
と
し
て
、
 

利
用
し
て
欲
し
い
こ
と
で
す
。
 

“
平
成
 

筑
豊
鉄
道
）
の
存
続
は
、
 
一
人
で
も
多
 

く
の
人
が
利
用
す
る
ノ
こ
の
こ
と
し
か
 

な
い
わ
け
で
す
。
 
十
月
一
日
ス
タ
ー
ト
 

の
新
会
社
に
深
い
ご
理
解
と
、
熱
き
ご
 

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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一 

新
た
な
決
血
忌
を
胸
に
町
内
諸
団
体
の
総
A
云
終
了
す
る
 

]
 

4
月
に
入
り
、
町
内
団
体
（
地
区
公
連
、
体
育
協
会
、
子
育
連
）
の
総
 

会
が
相
次
ぎ
開
催
、
各
総
会
と
も
 63 

年
度
の
反
省
と
元
年
度
の
事
業
計
画
 

が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
昨
年
度
の
町
制
 50 

周
年
の
熱
意
を
元
年
度
も
 

』 

継
続
し
心
豊
か
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
力
強
い
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
「
 

地
区
公
連
（
太
田
荒
喜
会
長
）
は
、
 

4
月
 10
 

日
、
総
会
を
開
き
 63 

年
度
の
反
 

省
と
元
年
度
の
事
業
計
画
を
確
認
し
ま
 

し
た
。
特
に
昨
年
の
 50 

周
年
事
業
の
童
 

謡
祭
は
、
童
謡
館
ジ
ュ
ー
ス
の
販
売
を
 

と
お
し
て
町
全
体
の
ム
ー
ド
を
高
め
成
 

功
に
終
っ
た
こ
と
は
大
き
く
評
価
さ
れ
 

ま
し
た
。
元
年
度
は
『
仲
よ
し
が
互
い
 

に
声
か
け
誘
い
合
い
と
に
か
く
出
て
き
 

て
手
を
つ
な
ご
う
そ
の
輪
を
大
き
く
広
 

げ
よ
う
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
地
域
コ
 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
、
生
涯
学
習
を
 

実
践
す
る
中
核
団
体
で
あ
る
こ
と
を
自
 

覚
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

体
育
協
会
（
大
島
勇
夫
会
長
）
は
、
 

17 

日
に
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
 

中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
単
な
る
遊
び
に
せ
 

ず
体
力
の
維
持
と
向
上
に
役
立
て
人
と
 

人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
と
 

し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
希
望
さ
れ
 

「
い
い
汗
流
し
て
」
 
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
 

町
民
総
ス
ポ
ー
ッ
化
と
地
域
で
の
ス
ポ
 

ー
ッ
活
動
の
定
着
化
を
目
指
し
大
会
を
 

終
え
ま
し
た
。
 

子
育
連
（
大
穂
稔
会
長
）
は
、
 
24 

日
 

総
会
を
開
き
大
人
主
導
型
の
育
成
会
を
 

再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
 

指
摘
さ
れ
元
年
度
は
、
子
ど
も
の
自
主
 

性
を
伸
ば
す
活
動
の
展
開
と
地
域
育
成
 

会
の
組
織
整
備
と
充
実
を
図
る
こ
と
を
 

重
点
目
標
に
し
て
総
会
を
終
り
ま
し
た
。
 

尚
、
地
区
公
連
・
体
協
は
役
員
が
変
 

わ
り
ま
し
た
。
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。
 ▲平成元年度地区公連総会より 

であい、ふれあい、さわやか 
第28回町民体育祭 5 月21日開催 

図
書
の
貸
し
出
し
利
用
度
が
 

現
 

グ
ー
ン
と
増
え
て
い
ま
す
 

在
町
 

民
会
館
図
書
室
は
、
少
な
い
蔵
書
数
で
 

す
が
、
皆
さ
ん
の
利
用
に
少
し
で
も
対
 

応
で
き
る
よ
う
に
、
新
刊
図
書
の
購
入
 

を
は
じ
め
、
県
立
図
書
館
よ
り
今
年
も
、
 

6
百
冊
（
昨
年
度
は
2
百
冊
）
の
図
書
 

の
貸
出
し
を
受
け
、
4

月
に
新
し
い
本
 

が
来
た
ば
か
り
で
す
。
こ
の
県
立
図
書
 

館
の
貸
出
し
は
、
年
3
回
に
分
け
、
 

一 

般
図
書
や
児
童
書
な
ど
新
刊
を
中
心
と
 

し
た
も
の
で
す
。
 

読
み
た
い
け
れ
ど
、
開
館
中
に
来
ら
 

れ
な
い
方
の
た
め
に
 
「
電
話
」
で
貸
出
 

し
の
受
付
け
を
し
ま
す
。
 

〇
申
し
込
み
廿
8
時
 30 

分
i
 17 

時
ま
で
 

4
月
 21 

日
、
第
 28 

回
町
民
体
育
祭
実
 

行
委
員
会
（
実
行
委
員
長
 
大
島
勇
夫
 

体
協
会
長
）
が
、
町
内
各
種
団
体
よ
り
 

実
行
委
員
が
出
席
し
て
、
実
施
要
項
案
 

の
審
議
が
行
わ
れ
た
。
開
催
日
を
5

月
 

21 

日
と
し
、
予
備
日
に
5

月
 28 

日
と
す
 

る
事
が
決
定
し
た
。
2
年
連
続
の
雨
の
 

為
、
や
む
な
く
中
止
決
定
を
し
た
経
緯
 

を
ふ
ま
え
、
ま
た
、
昨
年
の
反
省
会
等
 

の
意
見
を
十
分
に
検
討
し
た
結
果
、
予
 

備
日
を
設
け
て
、
本
年
度
の
体
育
祭
を
 

是
非
と
も
実
施
し
た
い
と
、
役
員
は
じ
 

め
実
行
委
員
、
事
務
局
員
の
意
志
統
一
 

〇
受
け
取
り
ー
 17 

時
ー
 21 

時
 30 

分
ま
で
 

〇
返
却
ー
休
館
日
以
外
は
自
由
で
す
。
 

※
新
刊
目
録
は
随
時
配
布
し
ま
す
。
 

お
知
ら
せ
下
さ
い
（
迷
子
の
本
）
 

図書室だより 

⑨
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
の
ク
リ
ス
 

マ
ス
 

⑨
さ
む
が
り
や
の
サ
ン
タ
 

⑥
ポ
ー
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
 

ブ
 

県
立
図
書
館
の
本
で
す
。
お
心
 

あ
た
り
の
方
は
、
返
却
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

「
子
ど
も
お
は
な
し
会
」
 

「
こ
の
 

本
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
よ
ク
ー
緒
に
 

見
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
で
集
ま
っ
た
 

仲
間
た
ち
が
、
読
み
聞
か
せ
た
り
、
素
 

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
、
五
月
 

晴
れ
の
下
で
実
施
さ
れ
る
事
と
思
い
ま
 

す
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
も
町
 

内
各
公
民
館
で
作
製
し
、
体
育
祭
を
盛
 

り
上
げ
る
こ
と
も
決
定
し
た
。
 

人の心の 

豊かさを 

もとめて 

ベ
ル
・
ア
ル
モ
ニ
ア
赤
池
 
女
性
 

の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
す
。
会
員
 

20 

名
が
毎
週
火
曜
日
午
後
8
時
ー
午
 

後
 10 

時
ま
で
町
民
会
館
研
修
室
で
練
 

習
し
て
い
ま
す
。
歌
が
好
き
な
女
性
 

の
方
な
ら
誰
で
も
大
歓
迎
、
振
っ
て
 

参
加
し
て
下
さ
い
。
 

赤
池
少
年
少
女
合
唱
団
 
毎
週
日
 

曜
日
午
後
1
時
1
3
時
ま
で
、
町
民
 

会員募集 
会
館
に
子
ど
も
達
の
歌
声
が
響
 

き
渡
り
ま
す
。
合
唱
団
の
仲
間
 

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
歌
 

い
ま
し
ょ
う
。
対
象
は
小
学
1
 

年
ー
中
学
3
年
の
男
・
女
で
す
。
 

赤
池
青
年
会
『
蒼
い
会
』
 

発
足
以
来
5
年
間
、
数
々
の
 

実
績
を
残
し
て
き
た
蒼
い
会
（
 

会
長
 
木
村
宏
）
で
す
が
、
現
在
会
 

員
の
減
少
で
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
 

今
が
正
念
場
、
そ
れ
で
も
発
足
当
時
 

の
志
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
彼
ら
の
 

心
は
今
も
熱
く
燃
え
て
い
る
。
そ
ん
 

な
彼
ら
に
共
感
す
る
若
い
あ
な
た
、
 

今
す
ぐ
連
絡
を
刀
】
 

※
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
は
、
町
民
会
館
教
 

育
委
員
会
迄
、
公
2
8

・
4
1
0
0
 

新緑、新風、新樹 

etc , 

5 月の季節はなんとな 

く人の心をさわやかなも 

のにする。 日暮れ時、川 

辺を散歩するとすがすが 

しい風が、ほほを伝うと 

心も新鮮になる。 

我が町を見廻すと豊か 

な自然に恵まれ、美しい 

町であることに気付く。 

昨年設置された町民憲 

章をいつも心のどこかに 

とどめておきたい。 

話
を
す
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
 

思
え
ば
、
や
っ
と
言
葉
を
口
に
し
は
 

じ
め
た
子
ど
も
が
、
た
ど
た
ど
し
い
声
 

で
 
「
ョ
ン
デ
」
と
絵
本
を
ひ
き
ず
っ
て
 

き
た
時
の
、
あ
の
う
れ
し
か
っ
た
事
ク
 

い
つ
で
も
、
何
冊
で
も
読
ん
で
や
り
た
 

か
っ
た
あ
の
こ
ろ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
 

に
、
深
く
心
に
刻
み
こ
ん
で
、
お
話
し
 

会
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
来
ま
せ
ん
か
。
 

楽
し
い
仲
間
達
が
待
っ
て
い
ま
す
。
 

今
月
の
、
子
ど
も
お
は
な
し
会
は
、
 

5
月
 13 

日
田
・
 
27 

日
田
、
2

時
1
4
時
 

迄
、
町
民
会
館
図
書
室
に
て
行
い
ま
す
。
 

こ
の
項
の
詳
細
に
つ
い
て
は
町
民
会
館
 

28 

1
4
1
0
0

ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

く
日
野
町
長
に
目
録
を
渡
す
仲
島
氏
 

町
内
諸
団
体
総
会
議
案
の
表
 

紙
に
、
地
区
公
連
「
町
花
（
サ
 

ク
ラ
）
」
、
体
育
協
会
「
こ
ど
 

も
達
で
作
っ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
 

子
育
連
「
町
民
憲
章
」
と
趣
向
 

を
こ
ら
し
、
今
年
の
気
持
を
あ
し
ら
っ
 

て
い
る
▲
議
案
書
を
の
ぞ
く
と
、
各
団
 

体
 63 

年
の
反
省
か
ら
は
じ
ま
り
、
平
成
 

年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
記
さ
れ
、
地
区
 

公
連
「
仲
よ
し
が
互
い
に
声
か
け
誘
い
 

合
い
、
と
に
か
く
出
て
来
て
手
を
つ
な
 

ご
う
、
そ
の
輪
を
大
き
く
広
げ
よ
う
」
。
 

体
協
 
「
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
 

ョ
ン
で
い
い
汗
流
そ
う
」
 
子
育
連
「
親
 

と
子
が
互
い
に
伸
び
る
活
動
を
」
を
テ
 

ー
マ
に
こ
の
一
年
を
送
ろ
う
と
始
動
し
 

た
▲
地
区
公
連
は
、
古
事
に
た
と
え
て
、
 

か
い
 

「
隠
よ
り
始
め
よ
」
を
引
用
、
こ
れ
は
、
 

新
し
い
事
を
始
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
 

ま
ず
自
分
自
身
か
ら
、
ま
た
は
身
近
な
 

と
こ
ろ
か
ら
着
手
す
る
こ
と
だ
と
書
い
 

て
い
る
。
 
手
は
じ
め
に
 
「
話
の
キ
ャ
ッ
 

チ
ボ
ー
ル
」
 
は
ど
う
で
す
か
、
む
つ
か
 

し
い
内
容
、
レ
ベ
ル
の
高
い
必
要
は
な
 

い
の
で
は
。
家
庭
の
こ
と
や
地
域
に
あ
 

る
諸
問
題
を
普
段
の
お
し
ゃ
べ
り
の
形
 

で
談
り
合
え
ば
▲
本
町
の
社
会
教
育
は
 

15 

年
間
で
急
激
に
変
貌
し
た
が
、
話
し
 

方
は
け
っ
し
て
上
手
で
は
な
い
、
反
対
 

意
見
に
分
か
れ
て
も
 
「
キ
ミ
の
意
見
に
 

は
反
対
だ
。
し
か
し
ー
つ
の
見
方
と
し
 

て
の
意
見
で
あ
る
か
ら
粗
末
に
は
扱
か
 

わ
な
い
」
と
い
っ
た
柔
軟
な
対
応
が
、
 

上
手
な
話
し
方
社
会
を
形
成
す
る
。
 

パ回ロラ勿プ 赤池町は童謡の町を宣言した。童謡 
in あかいけ まつりでは、すばらしいハーモニーを 

聞かせてくれた合唱グループがある。 華やかなステージの影 

には、地道な練習があり、今まで練習には個人的に借りたり、 

業者からのレンタルピアノを使用してきた。 それを見かねて 

仲島利昭氏（下赤池）が長年の教師生活の経験から、いいも 

のをつく り出す為には、いい環境を、ということで練習用の 

デジタルピアノを寄贈された。 そのことに刺激されたのが町 

でも新たにグランドピアノを購入することになった。 

この2つのピアノを合唱団だけでなく、町の貴重な財産と 

して、誰でもが気軽に使用でき、それを通じて歌ごえのある 

町づく りを進めていきたいものです。 

わ
で
た
ち
の
生
活
と
し
き
な
h
ノ
 

ー
ュ
ハ
曜
を
迅
桔
ー
 

③
六
曜
迷
信
の
い
わ
れ
 

先
月
号
で
は
六
曜
迷
信
（
先
勝
、
友
 

引
、
先
負
、
仏
滅
、
大
安
、
赤
口
）
の
 

昔
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
 

て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
何
の
根
拠
も
な
 

い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
 

事
が
お
判
り
に
な
っ
た
 

事
と
思
い
ま
す
。
た
と
 

え
ば
、
 

「
友
引
」
 
の
日
 

は
「
葬
式
」
を
さ
け
る
 

と
い
っ
た
こ
と
が
根
づ
 

ノ
よ
く
残
っ
て
お
り
「
友
引
の
日
に
葬
式
 

“
を
お
こ
な
う
と
続
い
て
誰
か
が
亡
く
な
 

人権学習 

る
」
と
い
う
迷
信
が
あ
る
た
め
葬
式
を
 

さ
い
じ
ょ
う
 

さ
け
た
り
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
斎
場
 

へ
い
さ
 

を
閉
鎖
す
る
所
も
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
 

う
い
っ
た
事
は
 
「
お
か
し
い
」
 
と
思
わ
 

ず
、
こ
の
考
え
を
見
直
し
改
め
て
行
く
 

べ
き
で
は
な
い
で
 

し
ょ
・
フ
か
、
も
と
 

も
と
友
引
と
は
、
 

「
相
打
ち
共
引
き
 

と
し
、
勝
負
な
し
 

と
知
る
べ
し
」
 
と
 

い
う
意
味
で
、
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
 

「
引
き
分
け
」
と
い
う
ぐ
ら
い
の
意
味
 

で
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
終
り
 

頃
か
ら
「
共
」
が
「
友
」
に
変
っ
て
し
 

ま
い
、
そ
の
解
釈
も
「
友
や
人
の
死
」
 

と
い
う
よ
う
に
む
す
 

び
つ
け
ら
れ
て
し
ま
 

っ
た
の
で
す
。
こ
の
 

よ
う
に
友
引
の
迷
信
 

は
、
多
く
の
迷
信
の
 

中
で
も
、
友
引
ほ
ど
 

で
た
ら
め
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
 

滅
、
大
安
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
 

え
ま
す
。
た
と
え
ば
、
1
9
8
4
年
1
 

さ
ん
 

月
 13 

日
は
金
曜
日
で
仏
滅
、
そ
し
て
三
 

り
ん
ぽ
フ
 

ひ
の
え
・
「
‘
よ
 

隣
亡
、
丙
午
が
重
っ
た
月
で
し
た
。
 
13 

日
の
金
曜
日
と
い
う
の
は
、
キ
リ
ス
ト
 

や
く
び
 

教
で
は
一
厄
日
」
 
と
い
う
迷
信
か
あ
り
 

つ
ま
り
、
こ
の
日
は
「
一
番
悪
い
日
」
 

と
い
わ
れ
、
全
国
の
結
婚
式
場
は
が
ら
 

あ
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
で
は
「
結
婚
 

式
は
大
安
の
日
に
」
 

け
い
》
」
う
 

と
い
う
傾
向
が
あ
 

り
ま
す
。
大
安
と
 

は
 
「
万
事
の
こ
と
 

に
よ
い
と
す
る
日
」
 

と
い
わ
れ
、
祝
い
 

事
は
大
安
の
日
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
 

せ
ん
。
現
在
の
日
本
で
は
数
分
に
1
組
 

り
》
」
ん
 

の
割
合
で
離
婚
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
 

い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
大
安
の
日
に
 

結
婚
式
を
挙
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
 

し
ょ
う
か
。
 

ぷつめつ 

仏
滅
に
し
て
も
昔
は
 
「
物
滅
」
 
と
書
 

か
れ
て
い
た
の
が
、
六
曜
迷
信
が
広
が
 

る
に
従
っ
て
、
明
治
 10 

年
ご
ろ
に
「
仏
 

滅
」
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
何
か
仏
教
 

と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
 

仏
教
と
は
無
関
係
な
の
で
す
。
こ
の
よ
 

う
に
全
く
根
拠
の
な
い
迷
信
に
ま
ど
わ
 

さ
れ
ず
、
現
実
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
 

行
動
し
、
明
る
い
未
来
を
築
か
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
。
 

今
月
の
解
放
講
座
 

、レ」 

ン貞」 

5
月
 24 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

と
こ
ろ
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 



(6) 

勝
脱
炎
（
ぼ
・
つ
こ
う
炎
）
 

勝
肌
炎
は
尿
道
か
ら
侵
入
し
た
細
菌
 

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
勝
脱
粘
膜
 

の
炎
症
で
す
。
代
表
的
な
細
菌
は
大
腸
 

菌
で
、
勝
脱
炎
の
8
割
は
大
腸
菌
が
原
 

因
と
な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
大
腸
菌
は
 

ヒ
ト
の
腸
に
広
く
存
在
し
て
お
り
、
そ
 

れ
だ
け
に
大
腸
菌
が
外
尿
道
口
か
ら
勝
 

脱
へ
入
り
こ
む
機
会
も
多
い
わ
け
で
す
 

が
、
健
康
な
時
に
は
抵
抗
力
が
十
分
に
 

あ
る
の
で
、
少
し
ぐ
ら
い
大
腸
菌
が
侵
 

入
し
て
も
発
病
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
し
か
し
病
気
や
過
労
で
抵
抗
力
が
 

落
ち
て
い
る
時
に
は
勝
肌
炎
に
か
か
り
 

や
す
く
な
り
ま
す
。
 

【症 

状】 

勝
脱
炎
の
主
な
症
状
と
し
て
、
①
排
 

尿
後
の
痛
み
、
②
頻
尿
、
③
残
尿
感
が
 

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
排
尿
が
ち
ょ
う
ど
終
 

わ
る
こ
ろ
に
勝
肌
周
辺
に
ツ
ー
ン
と
し
 

た
激
痛
が
走
っ
た
り
、
ま
た
ト
イ
レ
の
 

回
数
が
増
え
た
り
し
ま
す
。
時
に
は
排
 

尿
後
に
使
っ
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
 

に
血
が
つ
い
て
異
常
を
知
る
こ
と
も
あ
 

健康教室 
赤池町立病院 

内科医長 

武冨 章 

内閣総理大臣賞受賞 

第
九
回
墨
美
書
 

道
連
盟
主
催
の
、
 

全
国
公
募
書
道
展
 

、、ノ 

が
、
三
月
十
七
日
 

綿貫 智子さん（上の原 

よ
り
十
九
日
ま
で
 

の
三
日
間
、
田
川
 

市
文
化
セ
ン
タ
ー
 

と
、
青
少
年
文
化
 

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
 

れ
、
赤
池
町
か
ら
 

も
多
数
出
品
、
内
 

閣
総
理
大
臣
賞
を
 

は
じ
め
、
数
多
く
 

の
賞
を
受
賞
し
ま
 

し
た
。
（
敬
称
略
）
 

〇
綿
貫
智
子
（
内
 

閣
総
理
大
臣
賞
）
 

り
ま
す
。
ふ
っ
う
勝
肌
炎
が
原
因
で
高
 

熱
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

出
て
も
 37 

で
位
で
、
軽
く
風
邪
で
も
ひ
 

い
た
か
な
と
い
っ
た
程
度
で
す
。
 

【
注
意
し
た
い
人
】
 

女
性
は
男
性
の
6
1
7
倍
起
り
や
す
 

い
の
が
特
徴
で
す
。
女
性
は
男
性
に
比
 

べ
尿
道
口
と
肌
門
の
位
置
が
近
く
、
ま
 

た
尿
道
の
長
さ
も
短
い
た
め
細
菌
が
勝
 

肌
に
ま
で
侵
入
し
や
 

す
い
の
で
す
。
た
だ
、
 

男
性
で
も
前
立
腺
肥
 

大
症
な
ど
の
あ
る
人
 

は
、
尿
道
が
圧
迫
さ
 

れ
て
狭
く
な
る
た
め
、
 

勝
脱
に
尿
が
残
り
や
 

す
く
、
尿
内
の
細
菌
 

が
繁
殖
し
て
勝
肌
炎
 

に
か
か
り
や
す
く
な
 

り
ま
す
。
ま
た
、
脳
梗
塞
な
ど
で
排
尿
 

に
関
す
る
命
令
系
統
が
十
分
に
働
か
な
 

く
な
っ
た
場
合
も
同
じ
で
、
高
齢
に
な
 

る
と
男
性
で
も
勝
肌
炎
が
増
え
て
き
ま
 

す。 【治 

療】 

水
分
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
、
排
尿
量
 

を
増
や
せ
ば
、
尿
と
一
緒
に
細
菌
も
排
 

池
さ
れ
て
、
そ
れ
だ
け
で
自
然
に
治
る
 

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
 

軽
症
の
場
合
で
、
 
一
般
に
は
薬
を
使
い
 

ま
す
。
ふ
つ
う
、
薬
を
の
み
始
め
て
2
 

〇
川
口
喜
代
美
（
墨
美
大
賞
）
〇
古
川
 

美
和
（
中
華
民
国
書
法
学
会
賞
）
〇
稲
 

垣
和
泉
・
熊
谷
順
子
（
衆
議
院
議
員
賞
）
 

〇
坂
元
暢
道
（
県
議
畠
中
賞
）
〇
緒
方
 

典
子
・
太
田
尚
美
（
赤
池
町
長
賞
）
〇
 

立
花
清
香
・
緒
方
寿
美
子
（
赤
池
町
議
 

会
議
長
賞
）
 

こ
の
他
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
賞
を
赤
 

池
町
の
方
が
受
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

1
3

日
で
細
菌
は
消
え
ま
す
が
、
勝
脱
 

粘
膜
の
炎
症
や
充
血
が
完
全
に
治
る
ま
 

で
に
は
、
1
週
間
か
ら
 10 

日
は
か
か
り
 

ま
す
。
症
状
が
消
え
て
い
て
も
、
粘
膜
 

の
奥
に
細
菌
が
残
り
、
再
発
の
原
因
に
 

な
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
、
こ
の
期
間
中
 

は
き
ち
ん
と
薬
を
の
み
続
け
る
こ
と
が
 

大
切
で
す
。
治
療
中
は
十
分
に
水
分
を
 

と
り
、
下
半
身
を
温
か
く
保
つ
よ
う
心
 

掛
け
ま
す
。
 

【
日
常
生
活
の
注
意
】
 

治
療
中
は
も
ち
ろ
 

ん
、
予
防
の
た
め
に
 

も
気
を
つ
け
た
い
事
 

‘
 
柄
を
あ
げ
て
起
き
ま
 

す。 
①
水
分
の
補
給
を
十
 

分
に
 

水
分
は
、
 

排
尿
と
と
も
に
細
菌
 

を
排
出
す
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。
 

②
ト
イ
レ
を
我
慢
し
な
い
 

勝
肌
に
尿
 

を
た
め
て
お
く
と
細
菌
が
繁
殖
し
や
す
 

く
な
り
ま
す
。
2
1
3
時
間
に
1
回
は
 

ト
イ
レ
に
行
く
習
慣
を
。
 

③
過
労
を
避
け
る
 
過
労
に
陥
る
と
抵
 

抗
力
が
落
ち
、
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
 

す。 
④
清
潔
維
持
を
心
が
け
る
 
特
に
女
性
 

の
場
合
、
月
経
時
は
こ
ま
め
に
下
着
を
 

取
り
替
え
る
な
ど
、
清
潔
に
は
十
分
に
 

注
意
し
た
い
も
の
で
す
。
 

／
 

ノ
・
ノ
 
ノ
 

ノ・ 

ノ
 

ノ
 

ノ
 

ノ
 

赤
池
町
は
米
も
う
ま
い
 

三
月
二
十
四
日
行
わ
れ
た
 
「
筑
豊
地
 

域
米
麦
品
質
改
善
コ
ン
ク
ー
ル
」
 
に
お
 

い
て
、
赤
池
町
で
作
ら
れ
た
米
が
味
、
 

品
質
と
も
特
に
優
れ
て
い
る
と
の
賞
を
 

受
賞
し
ま
し
た
。
 

「
お
い
し
い
」
 
の
は
 

分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
 

ク
折
紙
ク
が
つ
け
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
 

り
×
・
マ
ソ
【
古
占
占
・
ソ
【
占
占
山
・
×
・
【
占
古
占
・
苫
・
【
占
占
・
【
占
占
占
・
】
か
ソ
x
え
占
宮
占
占
占
占
占
占
・
マ
ソ
x
え
・
v
v
【
占
古
古
占
占
占
・
v
v
【
占
・
【
古
・
マ
マ
ー
容
x
古
古
占
古
古
占
占
古
古
占
占
古
え
・
羊
×
古
・
v
マ
マ
ー
古
古
古
占
占
え
占
占
古
古
占
古
古
占
古
古
・
x
・
【
。
ソ
v
一
・
ソ
ソ
マ
マ
マ
x
古
占
占
占
古
・
【
え
占
古
占
占
古
古
占
占
占
・
マ
マ
マ
【
古
・
ソ
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
四
月
十
五
日
現
在
 

【
香
典
返
し
】
福
島
三
木
雄
（
上
小
路
）
 

〇
木
村
カ
シ
子
（
八
ー
一
）
〇
久
原
福
治
 

（
常
福
）
〇
三
木
英
彦
（
稲
荷
）
〇
香
月
澄
 

男
（
大
久
保
）
〇
内
田
小
夜
子
（
車
道
）
〇
 

戸
高
ミ
チ
ェ
（
西
寿
）
〇
上
河
武
男
（
貴
 

船
）
〇
坂
元
佐
智
子
（
大
谷
）
〇
藤
村
三
郎
 

（
堀
田
）
〇
嶋
田
I
I
、
ド
リ
（
緑
ケ
丘
）
以
上
 

十
件
で
総
額
五
十
万
円
で
す
。
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
口
千
円
）
岡
田
宗
治
 

廿
 10
 

口
〇
小
松
春
義
廿
 10 

口
〇
太
田
博
 

ノ
文
廿
 10
 

口
〇
久
原
ま
す
み
廿
 10 

口
〇
伊
 

）
藤
利
子
廿
 10 

口
〇
太
田
正
発
廿
 10 

口
〇
 

大
坪
輝
明
廿
6

口
〇
沢
永
孝
美
l
l

ロ
 

【
寄
附
】
桑
野
組
ー
百
万
円
〇
九
光
石
 

油
ー
五
千
円
〇
江
藤
剛
廿
十
万
円
〇
藤
 

村
コ
マ
ー
ー
万
円
〇
匿
名
の
方
四
人
廿
 

八
千
円
 

【
快
気
祝
】
水
永
康
雄
ー
十
万
円
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
世
良
フ
ミ
（
大
福
 

う
ど
ん
）
ー
一
万
円
〇
福
祉
バ
ス
内
ふ
 

れ
あ
い
基
金
箱
廿
三
万
七
千
二
百
九
十
 

一一円 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
三
測
元
江
（
赤
池
）
衣
類
 10 

点
〇
半
 

田
潔
（
赤
池
）
ワ
ン
カ
ッ
プ
 50 

本
〇
村
 

井
理
容
店
（
赤
池
）
ロ
ー
ル
カ
ス
テ
ラ
 

5
本
、
バ
ナ
ナ
8

ぬ
〇
大
庭
文
具
薬
店
（
 

赤
池
）
缶
ジ
ュ
ー
ス
 60 

缶
〇
筑
豊
天
国
 

▲実り多い大地、赤池 

社
（
赤
池
）
缶
ジ
ュ
ー
ス
 60 

缶
〇
赤
池
 

町
議
会
、
金
一
封
〇
赤
池
町
長
、
金
一
 

封
〇
藤
野
八
郎
（
赤
池
）
金
一
封
〇
ア
 

ワ
ヤ
呉
服
店
（
赤
池
）
金
一
封
〇
浦
田
 

五
月
（
赤
池
）
金
一
封
〇
藤
村
澄
子
（
 

上
野
）
金
一
封
〇
大
久
保
昭
子
（
上
野
）
 

金
一
封
 田

川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

【
賛
助
会
費
】
第
 10 

区
区
会
 

圏
乳
児
保
育
相
談
 

●
十
五
日
囲
 

町
民
会
館
 

10 

時
ー
 11 

時
 

対
象
者
ー
生
後
4

、
7

、 
10 

カ
月
児
 

I
 

一
 

1
'

'

‘

，

ー

ー

 ー

ー

ー

、

ー

話

 

捻
棒
遊
び
 

鈴
 

夢
 

空
は
雲
一
つ
な
く
紺
碧
に
晴
れ
渡
 

わ
た
つ
 

み
 

り
、
そ
の
青
さ
は
渡
津
海
の
色
に
似
 

て
限
り
な
く
青
く
、
そ
の
深
さ
は
渡
 

津
海
の
そ
れ
よ
り
深
い
。
凝
視
し
て
 

い
る
と
今
に
も
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
 

神
秘
的
な
青
さ
で
あ
る
。
そ
の
拡
が
 

れ
る
最
果
て
の
空
の
下
に
も
夢
と
 
「 

も
透
明
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
 

る
、
そ
の
清
澄
な
空
気
も
」
と
麟
風
に
 

変
化
す
る
と
、
浮
気
心
が
湧
く
の
で
 

た
 
お

や

め

 

あ
ろ
う
か
楚
々
と
し
た
手
弱
女
に
も
 

似
た
農
家
の
垣
根
の
コ
ス
モ
ス
に
何
 

ざ
れ
ご
と
 

か
戯
言
で
も
「
ソ
ノ
ト
」
臓
い
た
の
 

で
あ
ろ
う
、
全
身
で
盛
に
い
や
い
や
 

を
し
て
い
く
。
 

今
年
の
秋
は
瓢
箪
村
の
田
圃
も
豊
 

作
の
様
子
で
あ
る
o

略
に
堀
ぐ
機
発
 

あ
げ
ら
れ
た
稲
の
穂
が
今
に
も
翫
れ
 

落
ち
そ
う
で
た
わ
わ
で
あ
る
。
 

木
の
枝
を
適
当
な
長
さ
に
切
り
取
 

り
容
易
に
田
圃
に
突
き
さ
さ
る
よ
う
 

に
先
端
を
削
る
、
そ
れ
に
小
枝
を
一
 

本
残
し
た
も
の
、
又
、
二
本
残
し
た
 

も
の
等
、
各
々
適
方
に
優
先
す
べ
く
、
 

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
す
、
相
手
の
 

棒
を
倒
す
と
勝
ち
で
あ
り
、
そ
の
棒
 

は
戦
利
品
と
な
る
。
丁
々
発
止
と
打
 

ち
合
う
捻
棒
と
、
そ
の
弾
ん
だ
子
供
 

の
城
声
が
、
秋
空
に
溶
け
込
ん
で
ゆ
 

く。 

ロ
マ
ン
」
 
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
 

秋
の
日
は
釣
瓶
落
し
に
日
が
暮
れ
 

「
山
の
彼
方
の
空
遠
く
幸
住
む
と
 

る
足
音
も
な
く
黄
昏
が
や
っ
て
来
た
。
 

人
の
云
う
、
あ
わ
れ
人
と
尋
め
ゆ
き
 

は
ぐ
れ
鶏
が
一
羽
空
高
く
東
か
ら
西
 

て
涙
さ
し
ぐ
み
帰
り
来
ぬ
、
山
の
彼
 

へ
飛
ん
だ
。
錯
覚
か
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
 

方
の
な
を
遠
く
幸
住
む
と
人
の
言
う
 

に
キ
ラ
リ
と
光
っ
た
一
番
星
を
見
た
 

ー
ー
カ
ー
ル
ブ
ッ
セ
」
 

よ
う
だ
っ
た
が
、
子
供
た
ち
よ
、
早
 

晩
秋
で
あ
る
清
澄
な
空
気
の
中
に
 

く
お
帰
り
、
も
う
す
ぐ
日
が
暮
れ
る
。
 

ど
っ
ぷ
り
と
浸
っ
て
い
る
と
身
も
心
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ロ
M

・
M

・
R

（
新
三
種
混
合
）
 

●
十
七
日
困
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
ー
生
後
 18 

カ
月
、
 36 

カ
月
 

圏
三
種
混
合
 

●
十
八
日
困
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
ー
生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

圏
三
歳
児
健
診
 

●
十
九
日
団
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
ー
満
三
歳
児
 

圏
生
ワ
ク
チ
ン
 

●
三
十
日
因
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
 

対
象
者
ー
生
後
 

3
カ
月
ー
 18 

カ
 

月
 5月福祉センターの行事 

【休館日】 
3日、4日、5日 
8日、15日、21日 
22日、29日 

【バス運行日】 
毎日運行 

【演 芸】 
入館者へ自由に 

舞台を提供します 
※ゲートボール場（ナイタ 

ー可）も自由にご利用下さい。 

【仏教講演会】 
13日、午前11時～ 

【心配こと相談日】 
7日、17日、27日 
午前10時～午後3時 

【母子婦人相談日】 
24日、午前10時～ 

午後3時 
【健康相談日】 
第2火曜日、9日因 
午前10時～午後3時 

場 所 時 間 場 所 時 間 

5
月
 116 

H

（火） 

老人ホーム「天郷荘」 

大浦共同作業所前 

四区公民館 

三区集会所 

猿畑集会所 

市場集会所 

io:oo--io: 15 

10: 20---10: 35 

10: 40-10】 55 

ii:OO-ii: 15 

ii: 20-11】 35 

ii: 40 --11】 55 

5
月
 116 

H

（火） 

赤池ニュータウン集会所 

ショッピングセンター 
「アカイケ」横公園 

赤池駅前公園 

役場旧公民館前 

13: 10-13: 25 

13: 30-13: 55 

14: 00-14: 25 

14: 30-15: 00 

カ
月
 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
 

畜
犬
登
録
 

四
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
の
五
月
 

分
を
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
 

▼
料
金
一
頭
に
つ
き
 

予
防
注
射
料
‘
二
千
五
百
二
十
円
 

畜
犬
登
録
料
‘
二
千
百
円
 

合
計
→
四
千
六
百
二
十
円
 

全国植樹祭-21 El 徳島県神山町で（林野庁） 水防月間一1日～31日（建設省） 



(8) 

一役場土曜閉庁一 
~ 

(6月より第2、第4) 

ト6月から毎月第2、第4土曜日は役i 

場庁舎は閉庁となります。 

町民のみなさんのご理解、ご協力を 

お願いします。 

ト緊急時（火葬認可書、死亡届など） 

は、現在の日曜、祝日などと同じく受 

付はします。 

ト町立病院、老人ホーム、小学校、中 

学校、町民会館、体育施設等の公共施 

設は閉庁しません。 

- 

一現況届の記入方法が 

変わりました一 

今年から次の点に注意して 

記入して下さい 

一

 

」
 '

 

赤
池
町
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
（
清
 

原
義
則
会
長
）
の
十
四
、
十
五
支
所
選
 

抜
女
性
チ
ー
ム
は
、
三
月
十
二
日
に
香
 

春
町
で
行
わ
れ
た
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
 

会
で
優
勝
。
四
月
七
日
甘
木
市
の
県
大
 

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
 

朝
か
ら
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
日
差
 

し
の
中
、
赤
池
町
の
チ
ー
ム
も
熱
戦
を
 

展
開
、
二
試
合
を
行
い
、
成
績
は
一
勝
 

一
敗
で
惜
し
く
も
全
国
大
会
へ
の
出
場
 

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

出
 
場
 

赤
池
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
 

▲県大会に出場した女性チーム 

ル
が
有
名
を
馳
せ
る
、
そ
ん
な
気
が
し
 

で
も
近
々
、
赤
池
町
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
 

た
ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き
で
し
た
o
 

、
，
、
ー
 

、
 

…
こ
ん
な
時
は
 

婦
人
相
談
員
へ
…
・
・
・
 

い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
や
、
身
の
ふ
 

り
方
に
つ
い
て
、
悩
み
を
も
っ
て
い
る
 

女
性
の
方
の
相
談
に
応
じ
、
助
言
や
保
 

護
に
よ
っ
て
問
題
解
決
に
協
力
し
ま
す
 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
り
 

ま
す
。
 

⑨
離
婚
、
男
女
関
係
で
困
っ
て
い
る
方
 

⑥
男
性
の
暴
力
に
困
っ
て
い
る
方
 

⑨
家
出
し
た
が
行
く
あ
て
が
な
い
方
 

⑥
親
子
、
家
族
、
そ
の
他
女
性
と
し
て
 

悩
み
の
あ
る
方
 

⑥
低
所
得
で
出
産
費
に
困
っ
て
い
る
方
 

婦
人
相
談
員
へ
の
相
談
は
 

▽
田
川
市
伊
田
 

松
原
通
り
 

（
田
川
福
祉
事
 

務
所
合
 44 

ー
 

8
・ー一一 

ョ
J
・コー 

〔
く
〕
乙
ト
ー
ノ
 

レ
・
・
．
一
（
b

工
‘
仁
、
 

国
税
専
門
官
を
募
集
 

▽
受
験
資
格
 
昭
和
 37 

年
4
月
2

日
ー
 

昭
和
 43 

年
4

月
1

日
生
ま
れ
の
人
 

▽
試
験
の
程
度
 
大
学
卒
業
程
度
 

▽
受
付
期
間
 

5
月
 16 

日
ー
 24 

日
 

o 

▽
一
次
試
験
 

〇
試
験
日
 

7
月
8

日
・
9

日
 

〇
場
所
 
福
岡
大
学
（
高
宮
校
舎
）
 

▽
二
次
試
験
 

〇
試
験
日
 

9
月
 11 

日
ー
 13 

日
の
間
の
 

一
日
 

〇
場
所
 
福
岡
国
税
局
 

▽
採
用
予
定
人
員
 
全
国
で
約
八
百
名
 

▽
申
込
書
提
出
先
 
福
岡
国
税
局
人
事
 

第
二
課
〒
躍
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
 

東
ニ
ー
一
一
ー
一
公
0
9
2

・
4
1
 

一 

・
0
0

っ
J
l
山 

▽
申
込
用
紙
請
求
及
び
間
い
合
わ
せ
は
 

福
岡
国
税
局
、
又
は
田
川
税
務
署
（
 

容
4
4

・
0
4
3
0

）
ま
で
 

①国民年金、厚生年金保険、船員保険彫 

の年金を受lナている方で他にも年金I 

を受けている場合 

●受（ナている他の年金すべてについて 』 

年金の管掌機関（制度名）と年金証書事 

記号番号を記入するよフにして下さい、I 

②加給年金額（加算額）対象者がいる 事 

場合 

●加算年金額（加算額）対象者にっい 』 

ても生存に関する市区町村長の証明が ， 

必要です。 

●さらに、その対象者が公的年金を受 』 

lナている場合には、①と同様に年金の ミ 

管掌機関（制度名）と年金証書記号番 ， 

号を記入するようにして下さい。 』 

なお、わからない占、不明な占は、 ， 

お近くの社会保険事務所へおたずね下』 

さい。 

「
筑
豊
ム
ラ
お
こ
し
地
 

域
づ
く
り
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
 

の
第
2
期
生
と
し
て
入
学
 

し
ま
し
た
。
ど
ん
な
ゼ
ミ
 

な
の
と
い
う
声
が
聞
こ
え
 

て
き
そ
う
で
す
が
、
実
際
 

の
と
こ
ろ
私
に
も
よ
く
分
 

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
今
言
え
る
 

こ
と
は
、
新
し
い
筑
豊
を
、
筑
豊
に
 

住
む
私
た
ち
で
考
え
て
い
こ
う
と
す
 

る
人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
会
、
と
い
 

う
事
だ
け
で
す
。
 

「
新
し
い
筑
豊
、
と
ー
口
で
言
っ
 

て
も
一
体
ど
ん
な
筑
豊
な
の
か
、
ま
 

だ
何
も
見
え
て
は
来
ま
せ
ん
が
、
来
 

年
の
三
月
の
卒
業
ま
で
に
は
、
目
の
 

前
に
あ
る
霧
を
少
し
で
も
晴
ら
し
て
 

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
第
一
回
目
の
開
講
式
 

の
時
、
私
の
よ
こ
に
い
た
オ
ヤ
ジ
さ
 

ん
ぱ
近
畿
大
学
九
州
工
学
部
の
教
授
 

の
話
す
言
葉
を
一
字
一
句
聞
き
も
ら
 

す
ま
い
と
真
剣
な
顔
つ
き
で
メ
モ
を
 

と
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
と
手
元
を
み
 

る
と
、
メ
モ
を
し
て
い
る
紙
は
、
チ
 

ラ
シ
の
裏
紙
な
の
で
す
。
そ
う
新
聞
 

に
入
っ
て
い
る
あ
の
チ
ラ
シ
を
メ
モ
 

紙
の
大
き
さ
に
切
り
、
そ
れ
を
綴
っ
 

て
使
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

物
が
あ
ふ
れ
た
、
い
や
あ
ふ
れ
過
 

ぎ
て
い
る
今
の
世
の
中
、
正
直
驚
き
 

ま
し
た
。
昔
の
人
と
言
っ
て
は
失
礼
 

で
す
け
ど
物
の
大
切
さ
を
良
く
理
解
 

し
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
の
 

多
い
私
、
今
月
で
二
十
八
歳
。
 

5月は固定資産税（1期）、国民健康保険税（1期）、軽自動車税（全期）の納税月です 


